
 

新型コロナウイルス感染症に関する申告書（出席停止申請書） 

京華中学・高等学校    京華商業高等学校    京華女子中学・高等学校 

     年    組    番  生徒氏名                      

 

以下の該当する番号に〇をつけ、当てはまる項目全てにご記入ください。 

1 PCR検査を受けた 

・検 査 を 受 け た 日 ： 令和   年   月   日 

・検査結果が判明した日 ： 令和   年   月   日 

・検 査 の 結 果 ： 陰性 ・ 陽性  （陽性の場合は「２」も記入） 

・検 査 を受 けた理 由 ： 

□ 生徒本人に、新型コロナウイルスを疑うような症状がみられた。 

□ 同居する家族に、新型コロナウイルスを疑うような症状がみられた。 

□ 同居する家族が、濃厚接触者と特定された。 

□ その他（                                          ） 

2 新型コロナウイルス感染症と診断された 

・症 状 の 有 無 ： 無 ・ 有 （主な症状：                    ） 

・症 状 が 出 た 日 ： 令和   年   月   日 

3 自宅待機指示を受けた 

・期 間 ： 令和   年   月   日 ～ 令和   年   月   日まで 

□ 保健所から指示された（保健所名：                         ） 

□ 医療機関から指示された（医療機関名：                      ） 

・自宅待機指示を受けた理由 ： 

   □ 濃厚接触者と特定された 

□ その他（                                          ） 

その他の連絡事項 

 

上記について、令和    年    月    日（    ）より登校させます。 

上記の通り、保護者として責任を持って申告いたします。 

令和    年    月    日 

保護者氏名（自署）                  



 

陽性者の退院基準・宿泊療養等の解除基準に関して（参考） 

 

（＊１）有症状者・・・重症化リスクがない者等で、医師が必ずしも入院が必要な状態ではないと判断した

場合には、宿泊療養等で療養する。 

（＊２）発症日・・・症状が出始めた日とし、発症日が明らかではない場合には、陽性確定に関わる検体採

取日とする。（発症日は 0日目とする。） 

（＊３）症状軽快・・・解熱剤を使用せずに解熱しており、呼吸器症状が改善傾向である場合をいう。 

（＊４）2回の PCR 検査・・・その他の核酸増幅法を含む。 

（＊５）検体採取日・・・陽性確定に関わる検体採取日とする。 

※ 退院後に再度陽性となった事例もあることから、退院・宿泊療養等の解除後 4週間は自ら健康観察を

行い、症状が出た場合には、速やかに帰国者・接触者相談センターへ連絡し、その指示に従い、医療機

関を受診する。 

「退院基準・宿泊療養解除基準の改定概要」（厚生労働省）（https://www.mhlw.go.jp/content/000639696.pdf）をもとに作成 

 

濃厚接触者に関して（参考） 

保健所から濃厚接触者として連絡があった方は、新型コロナウイルス感染症患者と最後に接触があった日の

翌日から 14 日間は、外出の自粛と健康観察をお願いします。 

この間の PCR 検査の結果が陰性であっても、外出自粛し、健康観察をお願いします。 

【健康観察期間の例】 

患者の感染可能期間の最終接触：7月 1日 の場合 

健康観察終了日：7月 15 日 となります。 

注意：検査結果が陰性であっても健康観察期間は 14 日間です。 

（潜伏期間が最長 14 日間のため） 

「濃厚接触者の方へ」（東京都福祉保健局）

（https://www.fukushihoken.metro.tokyo.lg.jp/tamafuchu/shingata_corona/corona_sesshoku.html）をもとに作成 

1．有症状者（*１）の場合 

①発症日（*２）から 10 日間経過し、かつ、症状軽快（*３）後 72 時間経過した場合、退院可能とする。 

②症状軽快後 24 時間経過した後、24 時間以上間隔をあけ、2 回の PCR 検査（*４）で陰性を確認でき

れば、退院可能とする。 

2．無症状病原体保有者の場合 

①検体採取日（*５）から 10 日間経過した場合、退院可能とする。 

②検体採取日から 6 日間経過後、24 時間以上間隔をあけ、2 回の PCR 検査で陰性を確認できれば、退

院可能とする。 

※ 10 日以上感染性を維持している可能性がある患者（例：重度免疫不全患者）では、地域の感染

症科医との相談も考慮する。 
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